
10
月
８
日
、
第
17
回
年

金
裁
判
が
あ
り
ま
し
た
。

府
本
部
は
、
事
前
に
、

公
正
な
判
決
を
求
め
る
署

名
１
万
人
分
を
大
阪
地
裁

に
提
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
５
名
の
原
告

（
学
者
・
現
役
労
働
者
・

障
害
者
・
女
性
・
年
金
者

組
合
役
員
）
に
、
５
名
の

弁
護
士
が
聞
く
と
い
う
形

で
、
中
身
の
濃
い
証
人
尋

問
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

で
、
年
金
を
下
げ
る
の
は

違
憲
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に

来
年
秋
に
提
訴
し
よ
う
。

年
金
制
度
は
、
全
世
代
の

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

な
ど
、
裁
判
官
に
訴
え

ま
し
た
。

午
後
に
は
、
報
告
集
会

を
開
き
、
次
の
裁
判
の
結

審
へ
意
志
統
一
を
は
か
り
ま
し

た
。組

合
員
の
み
な
さ
ん
、
ど
う

か
ぜ
ひ
傍
聴
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

年
金
裁
判
は
、
２
０
１
５
年

に
鳥
取
地
裁
に
提
訴
し
て
以
来
、

今
日
ま
で
全
国
44
都
道
府
県
、

39
地
裁
で
５
２
９
７
名
の
原
告

が
、
大
型
の
集
団
訴
訟
を
進
め

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
た
か

い
は
、
地
裁
で
終
わ
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
裁
判
闘
争
を
支
え

る
た
め
の
カ
ン
パ
活
動
が
必
要

な
の
で
す
。
第
５
次
カ
ン
パ
を

12
月
か
ら
始
め
ま
す
。
ご
負
担

を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（

第
４
次
カ
ン
パ
は
完
納
で

す
。
）

原

圭
治
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全日本年金者組合大阪堺北
堺区北花田口町３－１－15
東洋ビル３Ｆ ℡221-8384

連絡先 渡瀬信子 080-3108-0035

info@kitanomozu.main.jp

10
月
15
日
を
中
心
に
、

全
国
で
「
年
金
削
減
反

対
、
若
い
人
も
高
齢
者

も
安
心
で
き
る
年
金
制

度
の
改
善
」
を
求
め
て
、

年
金
一
揆
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
阪
で
は
、
な
ん
ば

高
島
屋
前
で
府
下
か
ら

約
５
０
０
人
の
組
合
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。
外

国
人
も
多
く
、
若
い
人

は
あ
ま
り
関
心
が
な
さ

そ
う
で
し
た
が
、
道
を

行
く
市
民
に
訴
え
ま
し

た
。

わ
が
北
支
部
か
ら
は
、
ち
ょ
っ

と
寂
し
く
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

一
方
、
９
月
24
日
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
「
年

金
・
雇
用
・
社
会

保
障
の
後
退
ノ
ン
！
」

と
、
全
国
１
７
０
ヵ

所
で
、
１
５
０
万

人
が
集
会
と
デ
モ

に
参
加
し
た
と
の

報
道
を
見
る
と
、

歴
史
や
文
化
の
違

い
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、

も
っ
と
、
も
っ
と
、

今
の
政
府
の
政
策
に
「
ノ
ー
」

の
声
を
上
げ
な
い
と
の
感
を

強
く
し
ま
し
た
。岡

井
秀
生

年金減額は違法・勝利判決を！

健診内容も充実…

１２月のおしゃべりカフェ
光と影を効果的に使った映像美、
戦争の影を背負った人々の姿を
巧みに描く。

第 三 の 男
１２月４日(水)１０時～１２時
新金岡市民センター２Ｆ
お茶代１００円・映画代無料

10
月
14
日
体
育

の
日
、
市
民
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
中

の
金
岡
公
園
で
、

年
金
署
名
と
、
台

風
・
豪
雨
に
よ

る
災
害
支
援
の

募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
参

加
人
数
は
８
名

で
し
た
。

豪

雨
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
マ
ス

コ
ミ
で
報
道
さ

れ
て
い
る
最
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
募
金

の
反
応
も
良
く
、
６
３
８
７

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

石
井
尚
子戦争ＮＯ！安倍ＮＯ！をアピール

改善策は
◎非正規雇用労働者の正規化と現役労働

者の賃上げで、保険料収入が大幅に増

えます。

◎保険料上限額を６２万円から健康保険

並みに１３９万円に引き上げると、保

険料収入は訳１．６兆円増えます。

◎約２００兆円もある積立金は、株式投

資ではなく、計画的に取り崩して、保

険料の引き下げや給付に使用します。



10
月
2
日
、
28
名

の
参
加
で
、
黒
沢
明

監
督
・
志
村
喬
主
演

の
「
生
き
る
」
を
見

ま
し
た
。

市
役
所
で
市
民
課

長
を
務
め
る
渡
辺
勘

治
は
、
か
つ
て
持
っ

て
い
た
仕
事
へ
の
情

熱
を
失
い
、
毎
日
書

類
の
山
を
相
手
に
黙
々

と
は
ん
こ
を
押
す
だ

け
の
無
気
力
な
日
々

を
送
っ
て
い
た
。

市
役
所
内
部
は
、

住
民
の
陳
情
を
た
ら

い
回
し
に
す
る
な
ど
、

形
式
主
義
が
は
び
こ
っ

て
い
た
。

あ
る
日
、
渡
辺
は

体
調
不
良
に
な
り
、

医
師
か
ら
胃
潰
瘍
だ

と
告
げ
ら
れ
た
が
、

胃
癌
で
余
命
幾
ば

く
も
な
い
と
悟
る
。

パ
チ
ン
コ
や

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

ス
ト
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー

を
巡
る
。
し
か

し
放
蕩
で
は
虚
し
さ
だ
け
が
残
っ

た
。か

つ
て
の
部
下
の
と
よ
と
偶

然
出
会
い
、
若
い
彼
女
の
奔
放

な
生
き
方
、
生
命
力
に
惹
か
れ

る
。
玩
具
工
場
で
働
く
彼
女
か

ら
「
何
か
作
っ
て
み
た
ら
」
と

言
わ
れ
、
心
を
動
か
さ
れ
て
、

次
の
日
職
場
に
復
帰
す
る
。

そ
れ
か
ら
５
ヶ
月
が
経
ち
、

渡
辺
は
亡
く
な
っ
た
。

通
夜
の
席
で
、
同
僚
た
ち
が

復
帰
後
の
渡
辺
の
様
子
を
語
り

始
め
た
。

粘
り
強
く
幹
部
に
働
き
か
け
、

ヤ
ク
ザ
の
脅
し
に
も
屈
せ
ず
、

つ
い
に
住
民
の
要
望
だ
っ
た
公

園
を
完
成
さ
せ
た
。
雪
の
降
る

夜
、
完
成
し
た
公
園
の
ブ
ラ
ン

コ
に
揺
ら
れ
て
息
を
ひ
き
と
っ

た
の
だ
っ
た
。
そ
の
公
園
は
、

今
は
子
ど
も
た
ち
の

笑
い
声
で
溢
れ
て
い

る
と
。

「
生
き
る
」
の
意
味

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に

満
ち
た
映
画
で
し
た
。

参
加
者
の
感
想

☆
志
村
喬
さ
ん
の
魅
力
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
心
が
い

ち
ば
ん
大
切
。
熱
い
心
が
あ

れ
ば
、
行
動
し
て
自
分
も
ま

わ
り
も
よ
り
よ
く
変
え
て
い

け
る
。
一
日
一
日
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

西
田
幸
子

☆
な
つ
か
し
い
映
画
。
昔
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
感
動
し
ま

し
た
。

辻
野
邦
子

☆
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
映
画
で
し
た
。

お
金
だ
け
を
貯
め
る
こ
と
だ

け
で
生
き
る
こ
と
へ
の
痛
烈

な
批
判
で
し
た
。
す
ば
ら
し

い
黒
澤
明
監
督
作
品
で
し
た
。

役
者
の
演
技
も
す
ば
ら
し
い
。

追
記音

声
の
改
善
を
望
み
ま
す
。

橋
本
節
男

だ
い
ぶ
前
の
こ
と
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
た
め
に
な
る

番
組
で
、
歯
磨
剤
は
「
経
済
心

理
学
」
上
の
画
期
的
発
見
と
い

う
の
を
聞
い
た
か
ら
で
す
。

歯
磨
は
一
生
続
け
ね
ば
な
ら

な
い
習
慣
で
す
が
、
な
か
な
か

定
着
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

毎
回
の
歯
磨
の
ハ
ッ
カ
の
味
の

喜
び
は
、
歯
磨
を
習
慣
化
す
る

の
に
役
立
っ
た
。
フ
ロ
ス
は
歯

磨
よ
り
も
効
果
の
あ
る
道
具
で

す
が
、
ハ
ッ
カ
は
使
わ
な
い
の

で
普
及
し
て
い
な
い
。
ハ
リ
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
が
日
本
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
に
乗
る
の
は
、
こ
の
車
に

乗
る
ヒ
ト
は
環
境
問
題
に
理
解

が
あ
る
ヒ
ト
と
し
て
ア
メ
リ
カ

で
尊
敬
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

充
実
し
た
人
生
に
と
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
も
歯
磨

き
理
論
を
実
行
す
る
こ
と
に
な

る
。こ

れ
を
聞
い
て
、
世
の
中
に

良
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
私
は
、

コ
ス
モ
ス
の
ク
ッ
キ
ー
作
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
、
腕
を

あ
げ
て
近
所
や
親
戚
の
子
ど
も

た
ち
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ク
ッ
キ
ー

を
食
べ
さ
せ
、
良
い
お
じ
さ
ん

に
な
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ス
モ
ス
の
ク
ッ

キ
ー
作
り
は
、
大
き
な
た
ら
い

に
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
で
材
料
を

入
れ
混
ぜ
、
ク
ッ
キ
ー
の
型
に

し
て
焼
く
と
い
う
方
法
で
し
た
。

通
所
生
た
ち
は
黙
々
と
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
役
は
、

レ
ン
ガ
状
の
で
か
い
マ
ー
ガ
リ

ン
を
す
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
す
。

寒
い
日
の
マ
ー
ガ
リ
ン
す
り
つ

ぶ
し
に
は
力
が
必
要
で
す
。
ク
ッ

キ
ー
を
焼
く
の
は
先
生
だ
け
で

す
。
先
生
以
外
で
は
、
商
品
に

な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

私
は
、
間
も
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
歯
磨
き
は
続
け
て

い
ま
す
。

惠

恒
雄

日
中
25
度
近
く
ま
で
気
温
が

上
が
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
と

二
カ
月
で
年
末
と
は
実
感
が
湧

き
ま
せ
ん
。

東
京
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
ガ
ス
管
、
道
路
、
駅
、

ビ
ル
と
工
事
を
し
て
い
な
い
町

内
は
な
い
の
で
は
と
思
う
く
ら

い
あ
ち
こ
ち
で
工
事
が
立
て
込

み
、
3
つ
の
台
風
で
困
り
き
っ

て
い
る
被
災
地
と
の
差
が
同
じ

日
本
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
友
だ
ち
が

住
む
川
崎
へ
。
消
費
税
増
税
前

に
買
っ
た
物
も
廃
棄
し
、
浸
水

し
た
庭
が
手
付
か
ず
で
、
乾
く

と
細
か
い
粉
塵
が
舞
う
の
で
一

番
安
い
粗
め
の
砂
を
撒
く
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

久
保

薫
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生きる意味を考えさせられました

扇
町
公
園
に
１
万
３
千
人
が

集
ま
り
、
「
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
生
活

こ
わ
す
ア
ベ
政
治
に
さ
よ
な
ら

を
！
」
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し

た
。

■
日
韓
市
民
の
連
帯
で
東
ア
ジ

ア
に
平
和
を
。

■
辺
野
古
に
新
基
地
は
い
ら
な

い
。
■
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批

准
し
よ
う
。
切
実
な
現
状
報
告

と
訴
え
に
大
拍
手
。
そ
の
間
に
、

歌
や
朝
鮮
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、

戦
争
Ｎ
Ｏ
！
平
和
へ
の
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
９
月
25
日
～

27
日
、
福
島
の
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
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補聴器を使用し生活の質を維持しましょう。

前号の「老人性難聴」に続いて、聞こえを確保し会話

を楽しむことをお話します。

知人・友人との会話の最中に、聴き取れないままか

み合わない返事をしたり、質問を何度となく聞き返し、

周りの人が怪訝な顔になることが増えていませんか？

家族からテレビや音楽を聴く音量が大きいと言われる

ことも…？

年齢の高まりと共に発症する、感音性難聴の方へ補

聴器の使用をお奨めします。

とはいえ、補聴器は非常に高額で一般的には「おい

それと購入出来ない」との声が多く寄せられています。

一部の自治体で「補聴器使用に補助金を支給する条例」

をつくり、高齢者の豊かな生活維持の取り組みが始まっ

ています。

専門医の診断を経て、自分に適した補

聴器をゲットして、テレビのドラマや音

楽を気兼ね無く楽しむ、親しい仲間との

おしゃべりを愉しむなど豊かな高齢期を

心置きなく過ごすことが大切ではないでしょうか。

東成民商の事務局員をしている時に原圭

治さんに誘われて入会しました。組合の機

関誌を読みますと、身近な人たちが努力し

て、ハイキングや勉強など有意義な取り組

みをされているのがよくわかります。

"ええなぁ" "楽しそうやなぁ"と思いつつ、

出不精でなかなか足が出ないのですが、こ

れからもよろしくお願い致します。

山本 美登利

本田 正勝（新金岡東校区）

2019年
1１・1２月
日程表

今年、年金者組合に入りました。

映画は好きですので見たいと思っています。で

すが水曜日ですので無理です。水曜日に堺市立医

療センターにボランティアに行っいるのです。患

者さんの車椅子を押したり問診表を書いたり等の

お手伝いをしています。また、終わった時にボラ

ンティアの仲間と一緒にお茶を飲んで休憩して帰

ります。

今村 富貴子（金岡校区）

日 行 事 場 所 時 間

11/19（火） バスツアー 南丹路と花の寺 サンスクエア堺前 8：30出発

20（水） 北区キャラバン 北区役所 16：00

30（土） ｢北のもず」原稿締切

12/４（水） おしゃべりカフェ・映画 市民センター 10：00

6（日） 年金裁判・結審 大阪地裁 15：00

8（日） 大泉フリーマーケットで 年金署名 大泉公園 10：30

11（水） 校正会議 18：30

13（金） ３役会議 市民センター ９：30

20（金） 支部委員会 13：00

〃 支部委員会終了後 社保協署名行動 関西スーパー前 16：00

1/31（金） 新春のつどい 市民センター 11：00

QRコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ。

１月31日（金）11時

会費：1000円

会場：市民センター

出しものに出演して

くださる方募集中！

演奏・踊り・歌など

ご披露ください。



北堺パソコンの会 ※2020年1月

は9（木）・16（木）

12月5日（木）・12日（木） 午前10時～17時

会場：サンスクエア堺 （午前：講座）（午後：相談会）

会費：１回ごとに500円 定員：30名

初参加の方、事前に連絡をください。

連絡先：竹本 253-5133

堺東カラオケ会 ※毎月第３水曜

12月18日（水） 午後２時～

会場：「和花」（翁橋１丁天馬ビル３Ｆ）

連絡先：高橋 090-6247-0189

おきがる料理の会 ※毎月第３月曜

※12月と 2020年1月はお休み

連絡先：竹本 253-5133

ヘルシークッキングの会

12月17日（火） 9時30分～12時

会場：サンスクエア堺 会費：５００円

エプロンと頭巾持参 ※初参加ご希望の方と、

会員でキャンセルの方はご連絡ください。

連絡先：速水 253-6662

絵手紙の会 ※１月は、茶話会です。

12月11日(水) 午前10時～12時

（例会は、毎月、第2水曜日です）

場所：サンスクエア堺 会費：２００円です。

連絡先：寺崎 287―2473

うたごえサークル 原則、第３土曜日

12月21日（土） 午後２時～４時

会場：サンスクエア堺 Ｂ棟地下第５会議室

参加費：３００円 お茶、コーヒー用意しています

連絡先：飛谷 090-4496-7353

囲碁・将棋サークル ※12月は第２・３（火)

12月10日（火）・17日（火） 各１時～４時

会場：サンスクエア堺 会費：３００円

連絡先：尾崎 221－5998

折り紙の会 ※第４水曜 (1月の予定:1/22)

12月25日（水） 午後１時30分～

会場：サンスクエア堺 参加費：２００円

※用具と折り紙など、すべて用意しています。

連絡先：森 237-9456まで

お菓子をつくる会

12月20日（金） 9：30～です

クリスマスのお菓子を作ります

連絡先：吉田090-8213-8216

そてつ読書会

12月25日（水）午前10時～12時

会場：サンスクエア堺 会費：無料

課題書：「猫を抱いて象と泳ぐ」小川洋子

(予定： 1/22「家の匂い、町の音」久世光彦)

※本は会で用意します。 連絡先：尾田 255－1672

※11月の著者名が「郡ようこ」となっていましたが

「群（むれ）ようこ」の誤りでした。お詫びします。

ハイキング 月会費：２００円

例 会 １２月８日 (日） 二上山

集 合：近鉄阿部野橋駅 ８時３０分

コース：阿部野橋 8:41発乗車→河内松原 9:03発

橿原神宮前行乗車→二上山駅下車

◎忘年会をします。

帰路、アベノ 「こがんこ寿司」で懇親忘年会をします。

こぞってご参加ください。

（会費：男性3,000円 女性2,500円）

※当日６時現在、降水確率50％以上の時は中止します。

連絡先：西村 090-9865-5477

歴史散歩 新たな発見堺街中寺巡り

12月６日（金） ※雨天中止

集合：南海高野線堺東駅 エレベータ下前 １０時

参加費：１００円

昼食は、堺東駅周辺で摂る予定

連絡先：岡井 253-9079

090-9710-9079

北堺卓球クラブ 金岡体育館

12月12日（木） ３時～5時 （大体育室）

12月17日（火） ３時～5時 （大体育室）

※10分前までに来て、各自が出席簿に〇をつけ、

準備運動やストレッチなどで体をほぐしてください。

遅刻・欠席は必ず連絡を！（卓球台の数、確保のため）

連絡先：速水253-6662 090-9166-9944

消しゴム版画を楽しむ会

12月は、お休みです 連絡先：小林 090-5659-4135

川柳の会 原則第２土曜

12月14日（土） 10時～12時 参加費：２００円

会場：ともの家「なごみ」

百舌鳥赤畑町4-305 中沢マンション １階

連絡先：堀西 090-2111-9794

人形劇の会 休会中です。 連絡先森 237-9456

北のもず 42号 2019年11月14日






	1
	2019・北のもず11月号２
	3
	42号  4  サークル情報
	5
	6

